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真由出池

は， j七どもの '.)1 考えて/訂正していることが

見受けられ‘子どもは一つの事に集中できる

環境であるごと

運動習慣生活習慣，キーワード幼児，保護者ラ

ト存者言

{どもが規出正しい生活をするとけう項i1

;土，保議者の生活習'1貫，運動符慣の 10頃日で

関係日認めムれた (pく0.05札 001). iぺどもぴっ， 1 

日ωテレピやヒデオの平均視聴時i前は，保護者

内生活習慣の 41夏日で関係が認められた

いく0.01-0β01).子ど手!の'1:活習t~白人 ー緒

F包括してL、る親め影響を受付てし、ることから，

関係が認めらわJ??;と考タられる.

もの珪入場所は，保護者の晋憤ぴ

3項目ア関係が認、初られた(p<OJH・0.001). 

子.~~ .:.、が活ヂ:~.m}jかす投下をどの P ヘいして

しミミゐ、は，f~~"主.tJ.の運動自慢の 3 !!で関採

が認、められたいく0，001).保護者の生活習慣

ぞ注生JJへの耳}.Vj来日み姿勢そのものが児童の活

動性お上ぴ通勤量に大さえ影響するよとを明

らかにしている(松陪!ら， 2008) 

示唆された.
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幼児とその保護者の生活習慣と運動習慣に

は，関連性があることが示峻され売，
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コ)統計処理

統計処理は， IBM社製 SPSSSTATISTICS 19 

を用いて，幼児とそd保護者円生活習慣と運動

慣に関LてirI純集r-it-， グロス主計を行し¥

検定を行った.

結呆在先主要

め/) 

日で

保護者

近年，子どもの体力は長期的に低下傾向に

り，子ど~ぴ〉体力{氏 1" の最大の!京国は人々

志識にあると考え':Jt.Lる.原凶:ム 保護占ー

をはじめとした凶民の意識の中で，一正どもの

体力の低トどその及ぼナ影響への認識が十分

じない‘そーで本研究では，幼児とその保護

者の生活普慣と運動習慣の関連性について明

ら:いにすむごとを目的とずる.

研究方法

1 )対象者

象者i:

名，

調査子

弓内容方む::J1アンケ」 ぃ調査うとじった. Ill，~J1t 

項目は，子どもの成育や生活の状況

21 [長日 1二ともの遊仁川》運動的段i!i:の状{日?

っv‘て 11J長Id， 子ともω最近ω掠寸亡にーつい~(

ご家庭ーや保護者の子どもにたjする関

りにつレて 6項目匂子どもに付;を1i)Jカペ

や運動を一緒にする機会・場所について 7項

同ラ保護者向身についア 201頁口を調査した (I(

尽科学省， 2(09). 
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子どもれ つの事iこな 't1で、き

は，保護者の生活骨慣，運動背慣の 5

が認ぷたな1<(LOふ0.001




